
　
五
月
六
日

　
学
部
レ
ク
チ
ャ
ー
後
茨
城
県
利
根
町
へ
。
十
三
時
四
十
五
分
取
手
駅
東
口

で
佐
藤
女
史
と
待
ち
合
わ
せ
。
役
所
の
人
間
数
名
を
交
じ
え
総
勢
十
名
程
で

円
通
山
泉
光
寺
、
鎌
倉
街
道
、
幾
つ
か
の
神
社
親
水
公
園
を
見
て
廻
る
。
十

六
時
過
ま
で
。
佐
藤
宅
で
夕
食
と
会
談
。
泉
光
寺
の
境
内
に
桜
の
樹
を
植
え

直
し
、
昔
の
状
態
に
戻
す
事
か
ら
始
め
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
と
提
案
し
た
。

十
六
時
過
馬
場
昭
道
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
天
王
台
酔
庵
へ
。
大
隅
さ
ん
、

平
和
台
病
院
長
、
昭
道
、
宮
武
氏
等
と
再
会
。
す
き
焼
ナ
ベ
を
囲
む
も
、
今

日
〆
の
原
稿
が
気
に
な
っ
て
酒
も
飲
め
ず
、
皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
事
を

し
た
。
院
長
も
相
談
事
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
だ
が
、
上
手
く
対
応
で
き
な
か

っ
た
。
二
三
時
過
世
田
谷
村
へ
戻
る
。
セ
ル
フ
・
ビ
ル
ド
原
稿
に
か
か
り
、

翌
日
二
時
修
了
。
ホ
ッ
と
す
る
。
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
館
に
つ
い
て
書
い
た
。

ピ
ン
チ
に
な
る
と
良
い
原
稿
が
書
け
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
今
日
は
友
人

達
と
久
し
振
り
に
会
い
、
佐
藤
健
の
酔
庵
で
、
し
か
も
酒
を
呑
ま
ず
に
過
せ

た
の
が
良
か
っ
た
。

　
五
月
七
日

　
朝
地
下
打
ち
合
わ
せ
。
無
駄
か
な
と
は
思
い
つ
つ
、
な
ん
だ
が
、
も
う
指

示
だ
け
に
し
て
し
ま
お
う
か
。
十
三
時
大
学
台
湾
か
ら
の
演
習
Ｇ
参
加
希
望

者
に
会
う
。
秋
か
ら
の
参
加
に
し
て
も
ら
う
。
十
四
時
楊
さ
ん
ド
ク
タ
ー
論

文
の
相
談
。
少
し
時
間
が
開
い
た
の
で
十
勝
の
図
面
に
赤
を
入
れ
る
。

　
五
月
八
日

　
教
室
会
議
は
学
部
再
編
の
議
論
で
長
び
い
た
。
当
分
会
議
は
休
め
な
い
な
。

十
七
時
内
閣
府
、
沖
縄
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
件
。

　
五
月
九
日

　
昨
日
は
二
時
迄
、
彰
国
社
の
原
稿
を
書
く
。
あ
と
数
枚
だ
。
前
に
書
い
た

モ
ノ
の
前
に
書
き
足
し
て
、
少
し
は
読
め
る
も
の
に
し
た
い
。
朝
屋
上
菜
園

に
上
る
。
イ
チ
ゴ
を
獲
っ
た
。
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
が
だ
い
ぶ
な
っ
て
い
る
。
十

三
時
光
文
社
中
町
さ
ん
来
室
。
沖
縄
の
老
人
達
の
話
を
す
る
。
午
前
は
院
レ

ク
チ
ャ
ー
。
十
五
時
よ
り
学
部
設
計
製
図
中
間
講
評
会
。
今
年
の
講
義
は
コ

レ
が
最
期
だ
と
思
っ
て
、
や
っ
て
い
る
。
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